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ラ　　 ン　　   とも

ＲＵＮ伴２０１７ 開催
　 ＲＵＮ伴(RUN TOMO-RROW)は認知症の啓発を目的として、認知症の方とその家族、支援者たちで
1つの“たすき”を北海道から沖縄までつなぎ走るイベントです。本町からは１０月１５日（日）に認知症の
方とその家族、地域住民、医療介護関係者、行政、地域包括職員等、総勢約７０名が参加しました。ラン
ナーやサポーター（応援者）が思いを1つにして、町内約２０kmを走り、上牧町から受け取った“たすき”を
斑鳩町へとつなぎました。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。今後も、“認知症に
なっても安心して暮らせる地域”を目指し、認知症啓発を行っていきます。

ラ　  ン　  とも

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

の
方
と
そ
の
家
族
が
相
談
、
交
流
が

出
来
る
場
所
で
す
。
高
塚
台
に
あ
る

「
楽
し
い
茶
の
間
ゆ
と
り
」で
は
、
近

隣
住
民
の
方
が
主
体
と
な
り
、
毎
月

第
４
土
曜
日
に
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
集
え
る
地
域
の
憩
い
の
場
を

目
指
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
町

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
相
談
員
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
認
知
症
の
当

事
者
や
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

の
方
も
参
加
し
、
参
加
者
同
士
で
情

報
交
換
や
世
間
話
な
ど
、
毎
回
楽
し

く
交
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇�

と　
き　
毎
月
第
４
土
曜
日（
土
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
変
更
と
な
る

可
能
性
あ
り
）　

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※�

午
後
１
時
～
２
時
頃
は
、
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る「
体
操
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、

当
日
の
参
加
者
数
な
ど
に
よ
り
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇�

と
こ
ろ　
楽
し
い
茶
の
間
ゆ
と
り

（
高
塚
台
２
丁
目
16・４
）

　
☎
32・３
２
６
１

◇�

参
加
費　
無
料

　
　
　
　

��（
飲
み
物
代��

２
５
０
円
）

“
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
”を
ご
存
知
で
す
か
？



「
認
知
症
」は
脳
の
病
気

　

認
知
症
は
ぼ
ん
や
り
し
た
り
、
無
気
力
に

な
っ
た
り
、
経
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

症
状
の
た
め
、
心
の
病
気
の
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
実
は「
脳
の
病
気
」で
す
。
様
々
な
原
因
で

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
る
こ
と
で
障
害
が
起
こ
り
、
日
常
生
活
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

　
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
７
割
を
占
め

る
の
が『
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
』で
す
。
進
行

性
の
脳
疾
患
で
、
記
憶
や
思
考
能
力
が
低
下
す

る
病
気
で
す
。
続
い
て『
血
管
性
認
知
症
』、『
レ

ビ
ー
小
体
病
』、『
前
頭・
側
頭
型
認
知
症
』な
ど

が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
予
想

　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
37
年
に
は
65
歳
以
上

の
認
知
症
患
者
数
が
約
７
０
０
万
人
と
な
り
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い

う
調
査
結
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

国
立
社
会
保
障・人
口
問
題
研
究
所
の
デ
ー
タ
よ

り
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
約
６
，２
０
０
人
と
な

り
、
そ
の
う
ち
１
，２
４
０
人
の
方
が
認
知
症
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
診
断・早
期
治
療・人
と

接
す
る
こ
と
が
大
切

　
認
知
症
を
完
全
に
治
す
方
法
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
早
い
段
階
か
ら
適
切
に
治
療
す
る
こ

と
で
症
状
が
改
善
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
主
に
薬
物
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
運
動
、
簡
単
な
計
算
や
音
読
、
地
域

活
動
に
参
加
し
て
人
と
関
わ
る
な
ど
の
、
薬
を

使
用
せ
ず
に
行
う
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。
症
状

を
抑
え
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
認
知
症

患
者
自
身
が
穏
や
か
に
生
活
で
き
、
介
護
者
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
脳
腫
瘍
』や『
慢
性
硬
膜
下
血
腫
』、

『
正
常
圧
水
頭
症
』な
ど“
治
る
認
知
症
”も
あ
り

ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で

す
。「
何
か
お
か
し
い
」と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
医
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
県
内
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
認
知
症
の
相
談
窓
口
業
務
や
専

門
医
に
よ
る
治
療
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

◇
一
般
社
団
法
人
信
貴
山
病
院

　
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん

　
☎
31・３
３
４
５

自
分
事
と
し
て

　
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
終
わ
り
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
の
方
で
も
趣
味
や
地
域
活
動
に

参
加
し
、
希
望
や
楽
し
み
を
持
っ
て
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族
、
地
域
の
方
々
が
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
生
活
の
継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
認
知
症
を「
他
人
事
」で
は
な
く
、「
自
分
事
」

と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
認
知
症
の
事
を
理
解
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー(

応
援
者)

と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
を
対
象
に
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
座
は
１
時
間
30
分
程
度
で
、
受
講
者
に

は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
講

座
は
、
５
人
以
上
の
参
加
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
受
講
の
希
望
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
１
３
１
、１
７
５
、�

１
７
８
、�

１
８
６

3

認知症かも？
かんたんチェック
□　物の名前が出てこなくなった

□　同じことを何度も質問したり、話したり
　　するようになった

□　置き忘れや、探し物をすることが増えた

□　蛇口やガス栓の閉め忘れが増えた

□　物やゴミが片付けられず、部屋が散らか
　　るようになった

□　ささいなことで怒りっぽくなった

□　疑い深くなった

□　趣味や楽しみへの関心がなくなった

□　通い慣れた道で迷うことがある

□　同じ物をたびたび買ってしまう

□　人との交流を避け、外出しなくなった

□　無表情、無感動になった
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11
月
３
日（
金・祝
）河
合
町「
文
化
の
日
」表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
は
町
の
表
彰
条
例・
規
則
に
基
づ
き
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
地
域
顕
彰
者
は
地
域
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
絆
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
た
方
な
ど
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
町
の
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。（
順
不
同・敬
称
略
）

河
合
町

「
文
化
の
日
」表
彰
式

　

緑
化
作
品
を
題
材
に
し
た「
緑
化
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」に
30
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
６
名
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◇
最
優
秀
賞　
桐
原　
由
希
奈（
一
小
６
年
）

◇
優
秀
賞　
　
石
田　
花
純（
一
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
伊
藤　
由
真（
二
小
５
年
）

◇
奨
励
賞　
　
竹
田　
健
吾（
二
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
山
根　
あ
お
い（
二
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
冨
依　
想
礼（
二
小
６
年
）

　
河
合
町
緑
化
推
進
委
員
会
緑
化
功
労
者
表
彰
実
施

要
領
に
基
づ
き
、
次
の
活
動
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
吉
田　
義
弘（
城
古
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
）

緑
化
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

緑
化
活
動
員
功
労
賞

（
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

功
労
者
表
彰

井
上
　
方
弘（
広
瀬
台
）

紀
田
　
正
孝（
薬
井
）

　
岡
　
眞
司（
池
部
）

山
村
　
時
弘（
長
楽
）

地
域
顕
彰
者

谷
本
　
文
江（
池
部
）

西
森
　
房
惠（
池
部
）

中
村
　
眞
澄（
穴
闇
）

藤
木
　
富
久（
長
楽
）

山
﨑
　
純
一（
城
古
）

𠮷
村
　
茂
　（
城
古
）

嶋
田
　
元
彦（
市
場
）

田
中
　
儀
一（
西
穴
闇
）

西
本
　
佳
照（
大
輪
田
）

西
川
　
和
延（
薬
井
）

杦
本
　
康
年（
山
坊
）

北
野
　
泰
子（
佐
味
田
）

上
村
　
紘
子（
佐
味
田
）

冨
田
　
隆
彦（
泉
台
）

田
村
　
幹
男（
泉
台
）

井
川
　
雅
義（
泉
台
）

須
本
　
佐
知
子（
星
和
台
）

種
橋
　
潤（
星
和
台
）

大
西
　
弘
秋（
広
瀬
台
）

木
下
　
和
子（
高
塚
台
二
丁
目
）

田
中
　
美
枝（
高
塚
台
二
丁
目
）

東
　
友
江（
久
美
ケ
丘
）

内
海
　
正
隆（
緑
ケ
丘
）

山
根
　
千
賀
子（
緑
ケ
丘
）
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ユネスコ無形文化遺産！人形浄瑠璃がやってきた！

河
合
町
文
化
祭  

開
催

文
化
の
秋
！
実
り
の
秋
！
食
欲
の
秋
！

　
10
月
24
日（
火
）�

文
化
庁
の「
文
化
芸
術
に
よ
る

子
供
の
育
成
事
業
」の
巡
回
公
演
で
、
河
合
第
二
小

学
校
に
淡
路
人
形
座
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
人
形
浄
瑠
璃
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
成
立
し

た
伝
統
演
劇
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に“
文ぶ

ん
ら
く楽
”

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
劇
団
と
し

て
は
、
大
阪
の
文
楽
座
と
、
淡
路
島
の
淡
路
人
形

座
が
残
っ
て
い
ま
す
。
最
も
高
度
に
発
展
し
た
人

形
劇
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ
、
美
術
品
と
し
て

も
価
値
の
高
い
人
形
を
美
し
く
、
ま
た
力
強
く
遣

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
淡
路
人
形
座
と
共
演
を
し
た
６
年
生
は
、

事
前
に
人
形
浄
瑠
璃
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
太
夫

（
語
り
）と
人
形
遣
い
に
分
か
れ
て
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
太
夫
は
、「
生

い
き
う
つ
し写
朝あ

さ
が
お顔
日に

っ
き記　
大お

お
い
が
わ

井
川
の

段だ
ん

」と
い
う
話
を
５
班
に
分
か
れ
て
練
習
し
、
三
味

線
に
合
わ
せ
て
節
を
回
し
て
歌
う
場
面
で
は
、
初

め
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
児
童
た
ち
も
人
形
座

の
方
の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
に
、
次
第
に
気
持
ち

を
合
わ
せ
て
大
き
な
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
人

形
遣
い
は
、
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
の
人
形
遣
い
の

方
の
指
導
に
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
え
び
す
様
に

お
酒
を
注
ぐ
人
形
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、“
え
び
す
舞
”

（
大
漁
を
祈
っ
て
恵
比
寿
に
扮
し
て
踊
る
舞
）で
は
、

６
年
生
が
考
え
た
願
い
の
言
葉
を
盛
り
込
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
願
い
の
言
葉
は
、「
教
室
に
ク
ー

ラ
ー
が
つ
き
ま
す
よ
う
に
」「
給
食
は
大
盛
り
、
宿

題
は
小
盛
り
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」「
み
ん
な
の
願

い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
」「
い
つ
ま
で
も
平
和
が
続

き
ま
す
よ
う
に
」の
４
つ
で
し
た
。
み
ん
な
の
拍
手

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
願
い
が
叶
う
と
い
う

こ
と
で
、
場
内
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
演
で
は
、
人
形
浄
瑠
璃
体
験
を
し
た

６
年
生
だ
け
で
な
く
、
観
て
い
た
児
童
た
ち
も
美

し
い
人
形
の
所
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
伝
統
文
化
の
魅
力
に
ふ
れ
る
、
と
て
も
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
28
日（
土
）�

29
日（
日
）�

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で「
河

合
町
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
の
ク
ラ
ブ
に
よ
る
舞
台
発
表
や
作
品
の
展

示
な
ど“
芸
術
の
秋
”を
感
じ
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
駐
車
場
で
は
産
直
市
を
開
催
。
地
元
の
新
鮮

野
菜
や
和
歌
山
県
す
さ
み
町
の
海
産
物
な
ど
を
販
売
。

商
工
会
に
よ
る
屋
台
な
ど“
実
り
の
秋
”“
食
欲
の
秋
”も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、“
ア
ユ
の
つ

か
み
取
り
”や“
キ
ッ
ズ
消
防
士
体
験
”、“
お
米
の
つ
か

み
取
り
”、“
昆
虫
の
ふ
れ
あ
い
体
験
”な
ど
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。

　
秋
雨
の
中
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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三
小
恒
例

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

荒
廃
農
地
活
用
事
業

″
た
ん
ぼ
の
楽
耕
〟
で
稲
刈
り
を
し
ま
し
た

“
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
”
と

「
高
齢
者
地
域
見
守
り
協
定
」
を
締
結

防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド

　

10
月
27
日（
金
）河
合
第
三
小
学
校
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
の
行
事
と
な
っ
て
い
て
、
先
生
達
が
人
気
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
流
行
の
芸
人
な
ど
、
思
い
お

も
い
の
仮
装
を
し
て
児
童
を
迎
え
ま
す
。
仮
装

し
た
先
生
を
見
て
児
童
た
ち
は
大
喜
び
！

　
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
先
生
に
英
語
で
質
問

を
さ
れ
、
正
解
す
る
と
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
全
部
揃
う
と
、
最
後

に
ケ
ー
キ
が
も
ら
え
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
し

た
。

　

児
童
も
先
生
も
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
３
日（
金
）�

秋
の
実
り
の
時
期
を
向

か
え
、
た
ん
ぼ
の
楽
耕
で
稲
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
の
調

整
や
稲
穂
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事

に
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
25
日（
水
）地
域
住
民
の
安
全・
安
心
と

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る
こ
と
を

目
的
に「
高
齢
者
地
域
見
守
り
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。

　
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
と
協
力
し
、
高
齢
者

の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
同
組

合
職
員
に
よ
る
各
家
庭
へ
の
訪
問
が
多
い
こ
と

か
ら
協
定
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
よ
り
一
層
地
域
の
見
守
り
活
動
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
11
月
９
日（
木
）～
15
日（
水
）ま
で
の
火
災
予
防
週

間
中
、
火
災
予
防
の
啓
発
の
た
め
、
９
日
に
は
北
葛

城
支
部
消
防
団
が
、
12
日
に
は
河
合
町
消
防
団
が

「
防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド
」を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
場
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季

節
で
す
。
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
で
雑
草
火
災
が
起
こ

る
な
ど
原
因
は
身
近
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
一
度
火
の

も
と
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
28
年
度
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
個
人
消
費
の
低

迷
、
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
歳
入

の
根
幹
と
な
る
町
税
に
お
い
て
、
今
後
も

大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
、
人

口
減
少
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
減
少
、
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
、
公
共
施
設
や

社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
老
朽
化
対
策
へ
の

対
応
な
ど
、
財
政
運
営
は
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、「
河
合
の
ま
ち
の

夢
ビ
ジ
ョ
ン
」を
さ
ら
に
実
り
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、「
今
も
河
合
町
、
い
つ
ま
で

も
河
合
町
」と
思
え
る
町
づ
く
り
の
た
め

に「
街
再
生
総
合
戦
略
」に
盛
り
込
ま
れ
た

“
町
の
活
性
化
”“
人
口
減
少・少
子
高
齢
化

の
克
服
”に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一般会計決算
　平成２８年度の一般会計決算額は、歳
入総額６５億２，２８３万円、歳出総額
６４億４，５６６万円で、差引�７，７１７万
円の黒字となりました。さらに、翌年度へ
繰り越す財源の４，７８８万円を差し引い
た実質的な黒字額は、２，９２９万円とな
りました。

歳入
65億2,283万円

町税
20億7,148万円

31.8%
【0.9％増】

町債
6億2,990万円

9.7%
【5.8％増】 地方交付税

19億2,758万円
29.6%

【2.0％減】

国庫支出金
6億251万円
9.1%

【10.4％減】

県支出金
3億3,828万円
5.2%【0.5％増】

地方消費税交付金
2億4,896万円

3.8%【11.8％減】

県支出金
3億3,828万円
5.2%【0.5％増】

地方消費税交付金
2億4,896万円

3.8%【11.8％減】

諸収入
1億7,752万円

2.7%【183.2％増】

対前年度　＋159万円

使用料及び手数料
1億4,868万円
2.3%【0.3％減】

繰入金
1億3,100万円

2.0%【156.9％増】 その他
2億4,692万円

3.8% 一　般　会　計

平成28年度

決算報告

主な歳入
【町税】
　個人町民税�10億2,221万円
　法人町民税� 1億1,773万円
　固定資産税� 8億701万円

【地方交付税】
　町の財力に応じて国から交付されるお金
　財源は、所得税・法人税・酒税・消費税・地方法人税など

【町債】
　道路やスポーツ施設、学校の整備のための借入、臨時財政対策債など

特別会計決算
区　分 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険事業 25億1,840万円 25億165万円 1,675万円
生活資金貸付事業 4万円 463万円 △459万円
住宅新築資金等貸付事業 819万円 819万円 0円
下水道事業 6億8,582万円 6億8,577万円 5万円
水洗便所改造資金貸付事業 200万円 0円 200万円
介護保険事業
（保険事業勘定） 15億7,505万円 15億2,596万円 4,909万円

後期高齢者医療制度事業 3億1,830万円 3億1,780万円 50万円
※一般会計から独立した７つの事業で、保険料や公共料金でまかなっている会計

企業会計決算
水道事業　　　　　　　　　歳入額 歳出額 差引額

収益的収入・支出 6億616万円 5億5,897万円 4,719万円
資本的収入・支出 0円 2,944万円 △2,944万円
※独立採算で運営を行う企業会計で、皆さまが支払った水道料金からまかなっている会計
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民生費
117,054円

公債費
60,386円

総務費
47,602円

衛生費
38,906円

土木費
32,848円

教育費
30,896円

消防費
14,398円

その他
13,669円

一人あたりに換算すると
３５万５，７５９円

こんなことに使われたすな！

民生費
21億2,078万円

32.9%
【5.3％増】

公債費
10億9,408万円

17.0%
【0.1％増】

総務費
8億6,246万円
13.4%

【3.6％減】

衛生費
7億491万円
11.0%

【4.1％減】

土木費
5億9,514万円

9.2%
【2.5％減】

教育費
5億5,977万円

8.7%【16.8％減】

土木費
5億9,514万円

9.2%
【2.5％減】

教育費
5億5,977万円

8.7%【16.8％減】

消防費
2億6,086万円
4.0%【4.1％増】

議会費
1億878万円

1.7%【8.5％減】

災害復旧費
9,904万円

1.5%【162.9％増】 諸支出金
321万円

0.0%【皆増】

農林商工費
3,663万円

0.6%【52.4％減】

歳出
64億4,566万円

対前年度　△5,888万円
主な事業

【民生費】
　各種医療助成
　保育所運営、総合福祉会館運営
　介護保険や後期高齢者医療への繰出金
　認定こども園整備費（設計費等）

【公債費】
まほろばホールや総合福祉会館、総合スポーツ公園
の整備や道路整備などにかかった町債の償還金

【総務費】
　庁舎の耐震改修（設計費）
　街再生事業（町の活性化、人口減少、少子高齢化の克服）
　基幹システム共同化事業

【衛生費】
　各種がん検診などの健康増進事業
　母子保健事業
　ごみの減量化や処理

【土木費】
　町道や橋の維持補修や新設改良
　木造住宅の耐震診断
　公園の整備や緑化に関すること

【教育費】
　幼稚園、小学校、中学校
　生涯学習や青少年健全育成
　スポーツ振興事業

【消防費】
　県広域消防組合負担金
　県防災通信ネットワーク再整備負担金
　災害資機材の整備

【その他】
　議会運営
　清掃工場の火災災害の復旧
　荒廃農地を防ぐ対策や、ため池の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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財
政
指
標
っ
て
？

　
家
計
の
や
り
く
り
に
例
え
る
と
、

日
々
の
生
活
に
お
け
る
収
入
と
支

出
の
状
況
や
、
現
在
の
借
金
と
貯

金
の
バ
ラ
ン
ス
を
表
し
た
も
の
で

す
。
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

の
健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
目

安
で
、
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
国
が
定
め
る
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
基
準

を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平成２８年度決算に基づく

本町の
財政指標と財政力

指標名 健全化
判断比率

早期健全化
基準

財政再生
基準 用語解説

実質赤字比率 ー
（ー） 15.0％ 20.0％ 一般会計などの収入と支出の結果

赤字か黒字かを判定する比率

連結実質赤字比率 ー
（ー） 20.0％ 30.0％ 公営企業会計等を含めた収入と支出の結果

赤字か黒字かを判定する比率

実質公債費比率 19.0％
（17.0％） 25.0％ 35.0％ 自治体の収入に対する借金返済額の比率

低いほど余裕があり高いほど財政が苦しい

将来負担比率 228.4％
（228.5％） 350.0％ ー 公営企業会計等も含めた将来的に負担が見込

まれる自治体の負債（借入金残高等）の比率

資金不足
比　　率

水道事業 ー
（ー） 20.0％ ー 公営企業会計の営業収益等から算出する事業

規模に対する資金不足額の比率下水道事業

実
質
公
債
費
比
率
は

な
ぜ
高
い
の
？

　
返
済
し
て
い
る
借
金（
公
債
費
）に

は
、
文
化
会
館
や
総
合
福
祉
会
館
の

建
設
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
、

河
合
第
一
小
学
校
の
大
規
模
改
修
や

各
学
校
等
の
耐
震
改
修
に
か
か
っ
た

費
用
、
将
来
の
財
政
負
担
の
低
減
を

図
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
三
セ
ク
債

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
着
実
に
償
還

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
収
入

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
比
率
を
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
の
は
？

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
で
は
個
人
住
民
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
収
入
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
医
療
助
成
が
増
加
、
平

成
25
年
度
に
借
り
入
れ
た
三
セ
ク
債

の
償
還
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
な
ど

の
要
因
で
、
経
常
収
支
比
率
が
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
歳
入
を
増
や
す・歳
出
を
減
ら
す
」

こ
の
両
方
の
施
策
が
必
要
で
す
！

歳
入
を
増
や
す
！

　
町
税
や
地
方
交
付
税
の
基
準
と
な
る
人
口

の
増
加
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

人
口
流
入
の
促
進
や
人
口
流
出
を
く
い
止
め

る
施
策
と
し
て
、
街
再
生
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
ま
ち
の
魅
力
づ

く
り
や
子
育
て
支
援
、
民
間
企
業
と
の
協
働

な
ど
を
含
ん
だ
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

歳
出
を
減
ら
す
！

　
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る『
河
合
町

財
政
健
全
化
計
画
』を
さ
ら
に
厳
し
く
見
直
し

ま
し
た
。
人
件
費
の
削
減
や
経
常
経
費
の
見

直
し
、
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
維
持
補
修
費

の
削
減
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
☎
内
線
２
０
３
、２
２
２

指標名 比率 用語解説

経常収支比率 102.9％
（99.6％）

人件費や公債費など、どうしても必要なお金が収入のどれくらいを占めているか
を表した比率。赤字か黒字かを判定する比率

（　）内は前年度数値

（　）内は前年度数値

河
合
町
の
財
政
は

大
丈
夫
な
の
？

●財政健全化法に基づく財政指標

●その他の財政指標
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“ 戸別受信機 ” 回収のお願い
現在、運用している戸別受信機がデジタル化に伴い、１２月１１日（月）より廃止になります。
下記の日程で回収を行いますので、ご協力をお願いします。

※お持ちいただいた戸別受信機は、各集会所の玄関横に設置している回収用のカゴに入れてください。
※回収用のカゴに取り付けている『回収用紙』に、住所・氏名のご記入をお願いします。
※詳細は、「広報かわい」１１月号に掲載しています。
◇問い合わせ　安心安全推進課　☎内線２４２

区別 細別 集会所名 回収期間
１回目

回収期間
２回目

回収時間

平日 土・日・祝

1

1 長楽公民館

平成２９年
１２月１１日
～１５日

平成３０年
１月６日～
１２日

午前９時～
午後５時

※�毎週金曜日の
回収は、午後
２時で終了し
ます。

2 城古集会所

3 市場集会所

4 穴闇世代間交流センター

5 泉台集会所

6 大城世代間交流センター

2

7 薬井集会所

平成２９年
１２月１６日
～２２日

平成３０年
１月１３日～
１９日

8 星和台集会所

9 星和台公団事務所

10 広瀬台集会所

11 高塚台集会所

12 高塚台２丁目集会所

3

13 久美ケ丘集会所

平成２９年
１２月２３日
～２８日

平成３０年
１月２０日～
２６日

14 佐味田集会所

15 山坊集会所

16 緑ケ丘集会所

17 池部集会所

18 中山台集会所

4 19 河合町役場 平成２９年１２月１１日～
平成３０年１月２６日

午前８時３０分～
午後５時３０分

5 20 西大和公民館

平成２９年１２月１１日～
平成３０年１月２６日

※�平成２９年１２月２９日～平
成３０年１月３日は除きます。

午前９時～午後５時
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「なら自治会ニュースコンクール ２０１７～地域の絆づくり～」
作品募集！

　２０１１年度に、全国的にも例のない同コンクールを開催し「好ましいニュースの姿」を探ったところ、
自治会が自らのニュースの作り方を見つめ直す機会にも繋がり、大きな成果を上げることができました。
　第７回目となる今回も、奈良県全域を対象に開催します。たくさんのご応募をお待ちしています。

◇参加資格　
　①奈良県内の大字・自治会（自治会連合会、単位自治会内の組織を含む。）であること。
　※趣味サークルや同好会などの会報は除きます。
　②各市町村が認知している大字・自治会であること。
　③自治会ニュースを年に２回以上発行していること
◇応募方法
応募用紙と直近２回の自治会ニュース（それぞれ９部）を添えて、自治会ニュースコンクール実行委員会
へ郵送、または持参してください。提出したニュースは返却できません。※参加無料
◇応募期間
　１２月１日（金）～平成３０年１月１５日（月）消印有効
◇表彰式
　平成３０年３月を予定
◇表彰の種類
　・最優秀賞
　・毎日新聞社賞
　・優秀賞
　・審査委員奨励賞
　※受賞ニュースはプライバシーを考慮した上で公開します。
◇審査基準
　①レイアウト　②見出しの表現　③掲載記事の選択　④読みやすさ　⑤企画性（独自性）など
◇審査委員
　・元毎日新聞社論説委員
　・毎日新聞社奈良支局長
　・日本映画撮影監督協会副理事長
　・奈良県知事公室広報広聴課長
　・ノンフィクション作家
　・真美ヶ丘自治会長
◇主催
　自治会ニュースコンクール実行委員会
◇後援
　毎日新聞奈良支局、奈良県市長会、奈良県町村会、河合町
◇協力
　奈良県
◇応募先・問い合わせ
　「自治会ニュースコンクール実行委員会」（役場政策調整課内）
　〒６３６-８５０１　北葛城郡河合町池部１-１-１
　☎内線２１１

募　集
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募集項目 受付期間 試験日 応募資格

自衛官候補生 随時 １２月９日（土）、１月２７日（土）、２
月２４日（土）　※状況により変更有

採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳
未満の方

高等工科学校
生徒（推薦）

１１月１日（水）～
１２月１日（金）

１月６日（土）～１月８日（月）までの間
の指定する１日

平成３０年４月１日現在、中卒（見込含）
１７歳未満の成績優秀かつ生徒会活動に顕
著な実績を納め、学校長が推薦できる男子

高等工科学校
生徒（一般）

１１月１日（水）～
１月９日（金）

１次試験　１月２０日（土）
２次試験　２月１日（木）～４日（日）ま
での間の指定する１日

平成３０年４月１日現在、中卒（見込含）
１７歳未満の男子

幹部候補生 平成３０年３月上旬
～５月上旬

１次試験　平成３０年５月中旬
　　　　　筆記試験
２次試験　平成３０年６月中旬
　　　　　小論文・口述試験、身体検査

平成３１年４月１日現在、下記の条件に当
てはまる方
・�２２歳以上２６歳未満の方
・�２０歳以上２２歳未満で大卒（見込含）、
または外国における学校を卒業した場合
で、大卒に相当すると認められる方
・�２０歳以上２８歳未満の修士課程修了者
等（見込含）

予備自衛官補 平成３０年１月上旬
～４月上旬 平成３０年４月中旬

平成３０年７月１日現在下記の条件に当て
はまる方
・�一般公募　１８歳以上３４歳未満の方
・�技能公募　１８歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により年齢制限の上限
が異なります。）

募　集

平成３０年度  学童保育の入所児童募集

自衛官等募集

　平成３０年度（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）の学童保育所へ入所を希望される保
護者の方は、次の通り入所の申請を行ってください。
◇�入所資格　河合町立小学校に在籍し、放課後に保護者（両親またはこれに代わる者）が就労等により不在
のため保育ができない家庭の児童
※定員に余裕がない場合、入所できないことがあります。
　（低学年及び保育に欠ける事由の高い児童を優先）
◇�申請書等配布日時　平成２９年１２月４日（月）～平成３０年１月１２日（金）
※現在、利用されている児童については、各学童保育所より配布いたします。
◇ 申請受付期間　平成２９年１２月１１日（月）～平成３０年１月１２日（金）
◇�申請書配布・受付場所　社会福祉課、各学童保育所
◇�受付・配布時間　社会福祉課：午前９時～午後５時　学童保育所：午後３時～午後６時
※１２月２９日（金）～１月３日（水）まで、役場及び学童保育所は休みです。
◇問い合わせ　社会福祉課　☎内線１６９　　第一小学校学童保育所　☎５６-２０７３
　　　　　　　第二小学校学童保育所　☎７２-１０１７　　第三小学校学童保育所　☎３２-３４０９

　防衛省では、一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生を募集しています。詳しくは、下記まで気軽にお問い合わ
せください。
　奈良地方協力本部　h t t p : / /www .mod . g o . j p / p c o / n a r a
　自衛隊橿原地域事務所（☎０７４４－２９－９０６０）
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○
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

○
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
適
量
を
食
べ
る

○
体
を
意
識
し
て
動
か
す

○
禁
煙
。
お
酒
は
適
量
に

○
健
診
や
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る

○
ス
ト
レ
ス
は
こ
ま
め
に
解
消

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」と
は
、
ど
こ
の
医
療
機
関

で
書
い
て
も
ら
っ
た
処
方
箋
で
も
す
べ
て
持
っ
て

い
き
、
調
剤
し
て
も
ら
う
薬
局
の
こ
と
で
、
次
の

よ
う
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

○�

薬
の
副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
な
ど
を
継

続
的
に
記
録
す
る

○�

複
数
の
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
飲

み
合
わ
せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

《
お
薬
手
帳
》

　

お
薬
手
帳
と
は
、
医
療
機
関
で
処
方
し
て
も

ら
っ
た
薬
を
記
入
し
て
も
ら
う
手
帳
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
で
も
ら
え
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き

や
、
災
害
時
な
ど
で
も
、
普
段
服
薬
し
て
い
る
薬

が
わ
か
り
、
安
全
に
処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊�

家
に
た
く
さ
ん
お
薬
を
余
ら
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
多
剤
服
薬
で
健
康
被
害
を
お
こ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

病
院
で
処
方
さ
れ
る
医
療
用
医
薬
品
に
は
先
発

医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）は
、
先

発
医
薬
品（
新
薬
）と
治
療
学
的
に
同
等
で
あ
る
も

の
と
し
て
製
造
販
売
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

薬
に
比
べ
て
開
発
費
用
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
の

で
、
薬
価
が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は
新
薬

の
約
５
～
６
割
程
度
と
な
り
、
窓
口
で
の
負
担
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
、
医
療
財
政
の
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

処
方
せ
ん
に
あ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

「
変
更
不
可
」欄
に
お
医
者
さ
ん
の
サ
イ
ン
が
な
け

れ
ば
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
が
可
能
で

す
。
ま
ず
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」が
平
成
27
年
10
月
か

ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
）ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
・
３
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
」
に

つ
い
て

国
民
年
金

公
的
医
療
保
険
を
守
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

に
普
段
か
ら
健
康
づ
く
り
の
心
が
け
が

大
切
で
す

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
の
す
す
め

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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HEALTH CALENDER
健康カレンダー

　　乳幼児相談
とき・ところ　１２月７日（木）　保健センター
時間　午前９時～１０時３０分
対象　町内在住の乳幼児
内容　身体測定・栄養相談
持ち物　母子健康手帳

　　成人健康相談
とき・ところ　①１２月１９日（火）　豆山の郷
②平成３０年１月１０日（水）　保健センター
時間　午前１０時～１１時
対象　町内在住の成人
内容　血圧測定・尿検査・個別相談
持ち物　健康手帳

◇�

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
障
害

と
は
？

　

不
適
切
な
飲
酒（
多
量
の
飲
酒
、

未
成
年
者
・
妊
婦
の
飲
酒
な
ど
）の
影

響
に
よ
る
心
と
体
の
障
害
で
す
。
本

人
だ
け
で
な
く
、
関
連
し
て
起
こ
り

う
る
飲
酒
運
転
や
暴
力
、
自
殺
な
ど

家
族
や
職
場
へ
も
深
刻
な
影
響
と
社

会
問
題
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。

◇�

未
成
年
者
や
女
性
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
被
害
を
受
け
や
す
い

　

未
成
年
者
が
飲
酒
を
す
る
と

脳
の
発
達
を
妨
げ
、
短
期
間
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
危

険
性
が
高
ま
る
た
め
、
未
成
年

者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
は
男

性
よ
り
短
期
間
、
少
な
い
量
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
肝
障
害

に
な
り
や
す
く
、
乳
が
ん
の
リ

ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

︿
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
飲
酒
は
や

め
ま
し
ょ
う
﹀

　

妊
婦
が
飲
酒
を
す
る
と
、
胎

盤
を
通
じ
て
胎
児
へ
ア
ル
コ
ー

ル
が
流
れ
込
み
、
赤
ち
ゃ
ん
の

脳
や
体
に
重
大
な
影
響
が
生
じ
、

知
的
障
害
や
発
育
不
全
の
発
症

率
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
授
乳

中
に
飲
酒
す
る
と
母
乳
を
通
じ

て
赤
ち
ゃ
ん
も
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
避

け
ま
し
ょ
う
。

◇
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　

長
期
間
に
わ
た
り
大
量
の
飲

酒
を
続
け
て
い
る
と
、
自
分
で

お
酒
の
飲
み
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
、

手
の
震
え
、
不
眠
、
幻
覚
症
状

な
ど
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
は
回
復
可
能
な

病
気
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で

断
酒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◇�

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま

し
ょ
う

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
疲
労
回
復
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
役
立
ち
ま
す
。
健

康
を
守
る
た
め
に
適
正
飲
酒
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

心 体 社会

アルコール依存症 脳の萎縮、心筋症 飲酒運転

不眠症、うつ病 肥満、痛風 仕事の能率低下

幻覚、妄想 脂肪肝、肝炎、肝硬変 家族関係の悪化

意識障害 高血圧、糖尿病 暴力、育児放棄、虐待

認知症 咽頭・食道・乳・胃・大腸がん 経済問題

知
っ
て
お
き
た
い
！

お
酒
に
関
す
る
こ
と
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news & information

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
地
域
の
皆
さ
ま（
高
齢
者
）の
交
流
、
仲
間

づ
く
り
の
場
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
広
瀬
台
】

◇
と　
き　
12
月
８
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

◇
と
こ
ろ　
西
大
和
老
人
憩
の
家

◇
内　
容　
園
児
と
共
に
少
し
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

◇
参
加
費　
７
０
０
円

【
高
塚
台
二
丁
目
】

◇
と　
き　
12
月
11
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
と
こ
ろ　
高
塚
台
二
丁
目
集
会
所

◇
内　
容　
ク
リ
ス
マ
ス
会（
お
昼
ご
は
ん
を

用
意
し
て
い
ま
す
）

◇
参
加
費　
１
，０
０
０
円

【
高
塚
台
一・
三
丁
目
】

◇
と　
き　
12
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
と
こ
ろ　
西
大
和
老
人
憩
の
家

◇�

内　
容　
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
み
ん
な
で
歌

お
う

◇
参
加
費　
１
，０
０
０
円

【
星
和
台
】

◇
と　
き　
12
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

◇
と
こ
ろ　
星
和
台
．
薬
井
老
人
憩
の
家

◇
内　
容　
ク
リ
ス
マ
ス
会

◇
参
加
費　
５
０
０
円

冬
至
に
柚
子
湯
風
呂
は
い
か
が
？

　
　
　
～「
豆
山
の
郷
」～

　

冬
至
に
は
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
食
べ
て
柚
子
湯
に
入
り

無
病
息
災
を
祈
る
風
習
が

あ
り
ま
す
。
端
午
の
節
句

の
菖
蒲
湯
と
並
ん
で
、
冬

至
の
柚
子
湯
は
薬
湯
の
王

様
で
す
。
柚
子
湯
に
は
体
を
温
め
る
効
果
の

他
に
も
、
発
汗・
解
熱・
疲
労
回
復
に
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
心

が
ゆ
っ
た
り
と
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
す
。「
豆
山
の
郷
」で
、
ゆ
っ
た
り
ほ
っ
と
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇�

柚
子
湯
の
日

　
12
月
22
日（
金
）～
23
日（
土・祝
）

◇�

問
い
合
わ
せ　

　
豆
山
の
郷　
☎
58・２
７
３
３

病
児
保
育
園

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」

　
「
子
ど
も
が
熱
を
出
し

た
の
で
、
保
育
園
を
休

ま
せ
た
い
け
ど
、
仕
事

は
休
め
な
い・・・」

　
子
ど
も
の
急
な
病
気
な
ど
で
、
看
護
が
で

き
ず
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
病
児

保
育
園「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」は
、
働
い
て

い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
代
わ
り
に
、

病
気
や
、
病
気
か
ら
回
復
中
の
子
ど
も
を
、

一
時
的
に
預
か
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

◇�

対
象
者　
生
後
６
ヵ
月
～
小
学
校
６
年
生

ま
で
で
、
入
院
を
要
し
な
い
病
気
や
ケ
ガ

で
集
団
保
育
が
で
き
な
い
子
ど
も

◇�

保
育
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
５
時（
月
～

金
曜
日
）　
診
療
は
８
時
30
分
～

◇�

利
用
料　
１
回�

２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
や
つ
代
１
０
０
円
）

◇
問
い
合
わ
せ　
土
庫
こ
ど
も
診
療
所

　
病
児
保
育
園�「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」

　
大
和
高
田
市
日
之
出
町
13・16　
　

　
☎
０
７
４
５・24・３
１
２
０

　

http://w
w
w
.kenseikai.-nara.

　

or.jp/kodom
o/

平
成
29
年
分　
葛
城
税
務
署
内

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
時
期

　
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間
は
、
平
成

30
年
２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
木
）ま
で

で
す
。（
平
日
の
み
）

※�

２
月
15
日（
木
）以
前
は
、
申
告
書
作
成
会

場
を
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

※�
作
成
済
み
の
申
告
書
等
は
、
２
月
15
日

（
木
）以
前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

※�

税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い
た
め
、
電
車・バ

ス
等
の
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇�

相
談
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
相
談
受
付
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◇�

医
療
費
控
除
の
添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
又
は
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

※�

医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省

略
で
き
ま
す
。（
医
療
費
通
知
と
は
、
健
康

保
険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」な
ど
で
す
。）

◇
問
い
合
わ
せ　
葛
城
税
務
署

　
☎
０
７
４
５・22・２
７
２
１

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第
１
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代

の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・
文
学・
情
報・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
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12 月のお知らせ
き
、
卒
業
す
れ
ば
学
士(

教
養)

の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

◇
授
業
料

　
１
科
目　
１
１
、０
０
０
円(
入
学
金
別)

。

　
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を

払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
半
年
だ
け
の
在
学
可)

◇
出
願
期
間

　
【
第
１
回
】

　
12
月
１
日（
金
）～
平
成
30
年
２
月
28
日（
水
）

　
【
第
２
回
】

　
平
成
30
年
３
月
１
日（
木
）～
３
月
20
日（
火
）

◇
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
２・20・７
８
７
０

一
般
寄
付

・
切
手
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ご
寄
付
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
寄
付
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つどいのひろば
　お母さんが見守りながら、子どもと安心して遊べ
る「つどいの広場」を開催しています。保育士やボラ
ンティアがいつもいます。
　時間内は出入り自由です。気軽にあそびに来てく
ださいね。
☆とき　　毎週火・水・金曜日　午前10時〜午後３時　
☆ところ　豆山の郷1階キッズコーナー
☆対象　　町内在住の未就園児と保護者

つどいのひろばイベント“親子あそび”

　毎月１回金曜日、保育士による乳児と保護者を対象とした
親子遊びを行っています。※申し込み不要。参加無料。
♢�とき　１２月８日(金)　午前10時〜30分程度
♢�内容　朝の歌、手遊び、お誕生日会、ふれあい遊び、　お
楽しみシアター、簡単な製作など
◇�問い合わせ　西穴闇保育所･つどい
のひろば担当　☎�56 - 5 908
　♡あそびに来てくださいね♡

毎月イベント終了後は、相談事業を行っています。
子育ての悩み事など相談があれば、気軽に声をかけてくださいね。

◇と　き　　　平成３０年１月７日（日）　午前１０時
　　　　　　　（当日午前９時２０分から受付）
◇ところ　　　文化会館まほろばホール
◇対象者　　　・平成９年４月２日生～平成１０年４月１日生の新成人
　　　　　　　　（新成人には１２月中旬に通知予定）
　　　　　　　※町外在住で、河合町成人式へのご出席を希望される方
　　　　　　　　は、生涯学習課までお問い合わせください。
　　　　　　　・ご家族や地域の皆さまもご参加いただけます。
◇問い合わせ　生涯学習課　☎５７-２２７１

成人式開催のお知らせ

保健スポーツ課（総合スポーツ公園管理棟）
　　　　　☎５６－４６００（月曜日休み）

第４０回大字別ソフトボール大会
　１１月１２日（日）さわやかな秋空の下、９つの大字自治会
が熱戦を繰り広げました。　結果は次の通りです。
　優勝　泉台　　準優勝　佐味田　　３位　緑ケ丘

家庭ごみの年末特別収集のお知らせ
○特別収集日
12月29日（金）
もやさないごみ・粗大ごみ（町内全域）
12月30日（土）
もやすごみ（町内全域）
※１月４日（木）より平常どおり収集します。
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12月 相談のご案内
人権・行政・心配ごと相談

　家庭のことから国の仕事まで、人権擁
護委員・行政相談委員・民生委員が相談に
応じます。
とき　12月15日（金）　午後１時〜４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

消費生活相談

　契約や買い物のトラブル、架空請求や
多重債務など、消費生活相談員が相談に
応じます。　
とき・ところ
①�月曜日�午後１時〜５時、水曜日�午前９
時〜午後１時／河合町役場２階相談室　
②�火曜日�午後１時〜５時、木曜日�午前９
時〜１時／上牧町役場１階町民相談室
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

無料法律相談

　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　12月22日（金）　午後１時〜４時
ところ　役場２階相談室
定員　６人（１人30分）
申し込み　12月19日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

女性・ＤＶ電話相談

とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時〜 12時、午後１時〜３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

子どもに関する電話相談

●子育ての相談　月〜金曜日
　地域子育て支援センター
　（西穴闇保育所）　☎56-5908
●育児・発育の相談　月〜金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月〜金曜日
　教育総務課　☎内線250
●その他子育ての相談　月〜金曜日
　福祉政策課　☎内線186

高齢者に関する電話相談

とき　月〜金曜日
問い合わせ　地域包括支援センター
　　　　　　☎内線175・178・186

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

公共施設などの年末年始
業務は次の通りです。
各施設の電話番号は 21
ページをご覧ください。
○‥通常通り　×‥休み
◎‥年末年始業務

※１　１２月２９日（金）～�１月３日（水）は、日直職員（昼間）・委託宿直員から職員へ連絡し、対応します。
※２　１月４日（木）は貸館・利用申し込みは不可。出張所通常業務
※３　１２月３１日（日）は通夜利用不可。
※４　１２月２３日（土・祝）、２４日（日）は平常診療で、朝の受付時間は、午前９時３０分からとなります。
　　　※三室休日応急診療所のホームページにも掲載していますのでご覧ください。�【三室休日応急診療所　☎７４－４１００】
　　　朝�：�午前８時３０分～１１時３０分/内科・小児科・歯科　　昼�：�午後０時３０分～４時３０分/内科・小児科・歯科
　　　夜�：�午後５時３０分～８時３０分/内科・小児科

12/28
( 木 )

12/29
( 金 )

12/30
( 土 )

12/31
( 日 )

1/1
( 月 )

1/ ２
( 火 )

1/ ３
( 水 )

1/4
( 木 )

役場本庁・出張所 ○ × × × × × × ○

保健センター ○ × × × × × × ○

総合スポーツ公園管理棟 ○ × × × × × × ○

豆山の郷 × × × × × × × ×

清掃工場（環境衛生課） ○ ◎ ◎ × × × × ○

上下水道課�※１ ○ × × × × × × ○

中央公民館（生涯学習課）
西大和地区公民館�※２ × × × × × × × ×

まほろばホール × × × × × × × ×

図書館 × × × × × × × ×

シルバー人材センター ○ × × × × × × ○

静香苑（斎場（式場））※３ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○

静香苑（火葬）� ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

三室休日応急診療所�※４ × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×
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まほろば夢市
随時生産者を募集しています！

　地元で収穫された野菜などを生産者が提供する朝市です。
◇とき　毎週日曜日　午前９時～売切れ次第終了
◇ところ　近鉄大輪田駅高架北側（雨天決行）
◇その他　駐車場あり。マイバッグを持参してください。
◇問い合わせ　地域活性課　☎内線117

火災・救急などの出場状況
10月中 本年累計

河 合 町
火 災 1 件 3 件
救 急 52 件 632 件

西和管内
火 災 3 件 33 件
救 急 531 件 5,445 件

西和消防署より

　平成26年度から本町とパナホーム株式会社とが連携し、「かわい浪漫プロジェクト」として人口減少対策等に取
り組んでいます。
　その一環として、町内の戸建住宅を対象に住宅診断を無料で実施させていただき、その診断結果等の情報
をストックすることで、今後の移住定住促進策に役立てさせていただきます。お気軽にお申し込みください。

◇申し込み　「くらしのご相談センター」　河合町中山台２－７　イオン西大和店内２階
　　　　　　☎０１２０－５６８－３５６　午前１０時～午後６時（水曜定休日）
◇申込締切　平成３０年１月３１日（水）・・・先着１０戸（１２月１日現在　空きあり）
※募集戸数に達した時点で締切
※�平成３０年２月９日（金）までに住宅診断を実施できる場合に限ります。（締切直前に申し込みが集中しますと、ご希
望に添えない場合がございますのでご了承ください）

　町ホームページ等から申込書を取得し、郵送又はFAX（借家人の同意等の捺印が不要の場合）でも受付可とします。
�郵　送　〒636-8501　河合町池部１－１－１�　河合町役場�政策調整課　宛
�ＦＡＸ　０７４５－５６－４００７　
（注１）�住宅診断の結果は、住まいの維持保全や利活用の提案を目的として河合町と連携協定を締結している、パナ

ホーム株式会社及びそのグループ会社へ情報提供しますので、予めご了承ください。
（注２）町税等の滞納がある方は申し込みできません。

◇問い合わせ　政策調整課　☎内線２１３

住宅診断（インスペクション）
サービス募集中！

｝

先着
10戸

　ラジオ体操をすることで体全体の４００種類の筋肉を動かすことができ、しっかりと付加をつける
ことで肩こり・腰痛改善、ダイエット効果があると言われています。
　第１、第２の約６分でできるラジオ体操にこんな嬉しい
効果が含まれています。
　継続は力なり！毎日続けることが大切です。動きひとつ
ひとつ意識しながら行い、健康的な体を手に入れましょう。

ラジオ体操の嬉しい効果

ラジオ体操DE健康タウンかわい
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消費生活相談室

仮想通貨に関するトラブルにご注意を！

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
送
金
な
ど
の

際
に「
仮
想
通
貨
」が
利
用
さ
れ
る

機
会
が
広
が
り
、
不
審
な
勧
誘
に

つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
金
融
庁
、
消
費
者
庁
、
警
察

庁
か
ら
も
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

仮
想
通
貨
と
は
…

　
仮
想
通
貨
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
自
由
に
や
り
と
り
さ
れ
、

通
貨
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
電
子

デ
ー
タ
で
、
資
金
決
済
法
で
は
、

次
の
性
質
を
持
つ
財
産
的
価
値
を

い
い
ま
す
。

①�

不
特
定
の
者
に
対
し
て
、
代
金

の
支
払
い
な
ど
に
使
用
で
き
、

か
つ
法
定
通
貨（
日
本
円
や
米
国

ド
ル
な
ど
）と
相
互
に
交
換
で
き

る
。

②�

電
子
的
に
記
録
さ
れ
、
移
転
で

き
る
。

③�

法
定
通
貨
又
は
法
定
通
貨
建
て

の
資
産（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
）で
は
な
い
。

【
主
な
相
談
事
例
】

・�

聞
き
覚
え
の
な
い
業
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、
仮
想
通
貨
の
購
入

を
勧
め
ら
れ
た
。

・�

投
資
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
と
こ
ろ「
必
ず
価
値
が
上

が
る
」「
購
入
価
格
よ
り
高
い
金

額
で
買
い
取
る
」な
ど
と
仮
想
通

貨
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。

・�

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
者

か
ら
、
仮
想
通
貨
の
購
入
を
勧

め
ら
れ
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

□�

金
融
庁・財
務
局
の
登
録
を
受
け

た
事
業
者
で
す
か
？

・�
登
録
業
者
以
外
に
よ
る
仮
想
通

貨
の
売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

・�

登
録
業
者
は
、
随
時
、
金
融
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

□�

仮
想
通
貨
の
内
容
に
関
す
る
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

・�

登
録
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し

て
、
取
引
す
る
仮
想
通
貨
の
名

称
や
仕
組
み
、
特
性
に
つ
い
て

説
明
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

（
例
え
ば
、
法
定
通
貨
で
は
な
い

こ
と
や
価
格
変
動
に
伴
う
損
失

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
な
ど
）

・�

登
録
業
者
が
取
り
扱
う
仮
想
通

貨
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
金
融

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

□�

取
引
内
容
や
手
数
料
な
ど
に
関

す
る
説
明
を
受
け
て
い
ま
す

か
？

・�

登
録
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し

て
、
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
す
る

取
引
の
内
容（
取
引
金
額
な
ど
）

や
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
説
明

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

□�

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
取
引

の
履
歴
や
残
高
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
ま
す
か
？

・�

登
録
業
者
は
、
最
低
３
か
月
に

１
度
、
利
用
者
に
対
し
、
取
引

の
記
録
や
残
高
に
つ
い
て
情
報

提
供
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

・�

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
取
引

の
履
歴
や
、
預
け
て
い
る
金
銭

又
は
仮
想
通
貨
の
残
高
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
把
握
し
ま
し
ょ

う
。

『
仮
想
通
貨
』は
、

　

国
が
そ
の
価
値
を
保
証
し

て
い
る「
法
定
通
貨
」で
は
あ

り
ま
せ
ん
。�

　

価
格
が
変
動
す
る
こ
と
が

あ
り
、
価
格
が
急
落
し
損
を

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
仮
想
通
貨
の
特
性
や
実
体
、

契
約
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な

け
れ
ば
、
契
約
を
断
り
ま

し
ょ
う
。

『かわいようかいあーとふぇす』を開催しました！
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お子様が生まれた方、
　　　児童手当の手続きを忘れずに！
児童手当の新規申請、額改定（第2子以降）の請求は、出生日の翌日から15日
以内の申請が必ず必要です。手続きが遅れますと、遅れた月分の手当を受ける
ことができませんのでご注意ください。

◇問い合わせ　社会福祉課　☎内線169

河合町役場（代表）
　平日午前８時30分～午後５時30分
� ☎57-0200
豆山の郷※� ☎58-2733
保健センター� ☎56-6006
役場出張所� ☎32-6605
心の交流センター� ☎56-5196
清掃工場（環境衛生課）� ☎32-0706

上下水道課� ☎56-5210
まほろばホール※� ☎72-1100
図書館※� ☎32-8605
中央公民館（生涯学習課）※� ☎57-2271
西大和地区公民館※� ☎32-1388
総合スポーツ公園（保健スポーツ課）※
� ☎56-4600
※は月曜日が休館です。

　
11
月
11
日（
土
）・12（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、“
第
32
回�

国
民
文
化
祭

な
ら・
２
０
１
７
”お
よ
び“
第
17
回�

全
国
障
害
者
芸
術・
文
化
祭
な
ら
大

会
”の
市
町
村
別
事
業
と
し
て
、『
か
わ
い
よ
う
か
い
あ
ー
と
ふ
ぇ
す
』を
ま

ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
あ
ー
と
展
に
出
展
さ
れ
た
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
ー
と
展
に
は
、
妖
怪
を
題
材
と
し
た
作
品
が
全
国
か
ら
約
２
０
０

点
出
展
さ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
一
般
部
門
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、『
妖
怪
１
日
入
門�

奈
良
の
妖
怪・不
思
議
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
』

と
題
し
て
、
日
本
妖
怪
研
究
所
所
長�

亀
井
澄
夫
さ
ん
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ブ
リ
モ
ノ
作
家�

チ
ャ
ッ
ピ
ー
岡
本
さ
ん
に
よ
る

「
妖
怪
カ
ブ
リ
モ
ノ
変
心
塾
」が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
世
界
で
１
つ
だ
け

の
カ
ブ
リ
モ
ノ
制
作
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
の
外
に
は
、
ア
ニ
メ「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」の
大
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
“
ジ
バ
ニ
ャ
ン
”が
駆
け
つ
け
、
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
新
進
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
妖
怪
書
家�

逢
香
さ
ん
に
よ
る
書
画
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
奈
良
の
妖
怪

「
土
蜘
蛛
」の
大
作
を
一
時
間
か
け
て
描
く
様

子
に
来
場
者
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授�

安
井
眞
奈
美
さ
ん・
妖
怪
文
化
研
究

家�

木
下
昌
美
さ
ん・逢
香
さ
ん
の
女
性
３
名

に
よ
る「
妖
怪
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
妖

怪
談
義
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
お
は
な
し
会
、
人

形
劇“
あ
お
む
し
”、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
店

コ
ー
ナ
ー
、
コ
ス
プ
レ
グ
ッ
ズ

の
貸
し
出
し
、
大
学・
福
祉
作

業
所
な
ど
の
ブ
ー
ス
も
あ
り
、

県
内
で
は
珍
し
い「
妖
怪
」一
色

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

『かわいようかいあーとふぇす』を開催しました！
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図書だより
【開館・休館のお知らせ】
開館　火～日曜日　午前９時３０分～午後５時（金曜日は７時まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）
※年末年始のお知らせ
　図書館は１２月２８日(木）から平成３０年１月４日（木）まで休館です。
　１月５日（金）より平常どおり開館します。
※１２月１６日（土）、２３日（土）は、図書館行事のため２階閲覧室（自習室）の利用はできません。
◇問い合わせ　図書館　☎３２－８６０５

★
12
月
の
お
は
な
し
会

◇�

と
　
き　

12
月
２
日（
土
）　

午
前
10
時
30
分
～

◇�

と
こ
ろ　

図
書
館　

お
は
な
し
室

★
冬
の
お
は
な
し
会

◇�

と
　
き　

12
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◇�

と
こ
ろ　

図
書
館　

２
階
閲
覧
室（
自
習
室
）

◇�
対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
生

◇�
内
　
容　

お
は
な
し
・
絵
本
・
か
み
し
ば
い
な
ど

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。（
無
料
）

★
え
ほ
ん
と
お
は
な
し
の
講
座

　《
ク
リ
ス
マ
ス
親
子
工
作
教
室
》

テ
ー
マ「
お
り
が
み
箱
の
ク
リ
ス
マ
ス
＊
お
お
き
な

お
り
が
み
で
作
る
箱
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
小
物
」

◇�

と
　
き　

12
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

◇�

と
こ
ろ　

図
書
館　

２
階
閲
覧
室（
自
習
室
）

◇�

講
　
師　

長
嶺　

知
永
子
氏（
奈
良
市
在
住
）

◇�

内
　
容　

ク
リ
ス
マ
ス
特
集「
ク
リ
ス
マ
ス
工

作
、
え
ほ
ん
、
お
は
な
し
な
ど
」

◇�

対
　
象　

親
子
12
組（
町
内
在
住　

幼
児
か
ら
小

学
生
低
学
年
と
そ
の
保
護
者
）　

先
着
順　

無
料

◇�

持
参
す
る
も
の　

包
装
紙
、
紙
袋
等（
30
㎝
四
方

の
も
の
２
枚
）、
は
さ
み
、
筆
記
用
具

◇�

申
し
込
み
等　

12
月
９
日（
土
）�

午
前
９
時
30
分

か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
と
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
し
め
き
り
と
し
ま

す
。

★
百
人
一
首
と
か
る
た
大
会

　

坊
主
め
く
り
、
ふ
く
わ
ら
い
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◇�

と
　
き　

平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
12
時

◇�

と
こ
ろ　

図
書
館　

２
階
閲
覧
室（
自
習
室
）・
研

修
室

◇�

対
象
及
び
定
員

・
か
る
た
の
部　

幼
児
か
ら
小
学
生（
定
員
20
人
）

・
百
人
一
首
の
部　

小
学
生
か
ら
お
と
な（
定
員
10
人
）

◇�

申
し
込
み
等　

12
月
12
日（
火
）�

午
前
９
時
30
分

か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
と
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

★
今
月
の
新
刊
　
司
書
の
お
薦
め
本

一
般
書

◎「
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
２　

ゲ
バ
ラ
漂
流
」�海

堂　

尊
著

◎「
相
棒
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
15
上
」

輿
水　

泰
弘
ほ
か
脚
本
、
碇　

卯
人
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

◎「
最
強
の
女
」　　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
島　

茂
著

児
童
書

◎「
ク
リ
ス
マ
ス
が
ち
か
づ
く
と
」

斉
藤　

倫
作
、
く
り
は
ら　

た
か
し
絵

◎「
ア
ン
ト
ン
せ
ん
せ
い
あ
か
ち
ゃ
ん
で
す
」

西
村　

敏
雄
作

◎「
わ
か
っ
た
さ
ん
の
こ
ん
が
り
お
や
つ
」

寺
村　

輝
夫
原
文
、
永
井　

郁
子
企
画
・
構
成
・
絵

★「
図
書
寄
贈
の
お
願
い
」

　

図
書
館
で
は
、
図
書
資
料
充
実
の
た
め
に
平
成

26
年（
２
０
１
４
年
）以
降
に
出
版
さ
れ
た
本
の
寄

贈
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ま
で
直
接
、
本
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
絵
本
を
含
む
児
童
書
は
出
版
年
を
問
わ

ず
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
持
ち
く
だ
さ
っ
た
寄
贈
図
書
の
利
用
方

法
は
図
書
館
の
任
意
で
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
や
団

体
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
協
力
、
お
願
い
し
ま
す
。

[

予
約
の
多
い
本]

◎「
裏
切
り
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
」　
石
田　

衣
良
著

◎「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
ト
」　　

東
野　

圭
吾
著

◎
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ

朝
日
新
聞
出
版（
児
童
書
）
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Dear Kawai Town,

At Kawai 2nd Elementary School, the students 
watched a special performance. A woman 
came onstage, her sleeve lifted to her eyes. 
Her movement was so heartrending, that we 
almost didn’t notice—she had three shadows. In 
fact, she was a traditional ningyo joruri puppet, 
manipulated by the puppeteers of Awaji-ningyoza. 
The troupe performed three stories, two of which 
the sixth grade classes performed together. For 
the first, the sixth graders were narrators. The 
students used every pitch in their voices and 
showed great artistic sensitivity and skill, as 
they portrayed the character’s feelings. I was so 
impressed and moved by their powerful, melodic 
narration. Next, the students were puppeteers. 
They showed graceful teamwork—one student 
moving the head and right arm, one the feet, and 
one the left arm. Thinking carefully about each 
other’s movements, they attentively synched their 
actions together. Watching the young students 
bring the over-100-year-old-puppets to life, I 
could feel Japanese tradition come alive in a new 
generation’s hands. I believe learning Japanese 
traditional culture helps all students who will 
experience foreign cultures in the future.

Until next time,
Julie

親愛なる河合町の皆さま

河合第二小学校で、児童達は特別な公演を見ました。
袖目の高さまであげて一人の女性がステージに出てき
ました。彼女の動きはとても悲痛で、私達はほとんど
気がつきませんでした・・・彼女に３つの影があった
ことに。実は、彼女は淡路人形座の人形遣い達に操ら
れた伝統的な人形浄瑠璃の人形でした。その一座は３
演目を披露し、そのうち２演目は６年生と一緒に演技
しました。最初の演目では、６年生は「語り」になり
ました。児童達は持てるあらゆる声の調子を使い、素
晴らしい芸術的な感性と技術を披露して、登場人物
（人形）の感情を表現しました。皆の力強く、節のあ
る語りにとても感動しました。次に、児童達は「人
形遣い」になりました。一人が頭と右腕を、一人が足
を、一人が左腕を動かし、優雅なチームワークを見せ
てくれました。お互いの動きを慎重に考えながら、そ
れぞれの動作を注意深く合わせていました。まだ若い
児童達が１００年以上前の人形に命を吹き込むのを見
た時に、新しい世代の手で日本の伝統が活気付いてい
くように感じました。日本の伝統文化を学ぶことが、
将来、外国文化に触れていくであろう児童達の手助け
になることを信じています。

それではまた
ジュリー

校正は、畑�知也子さん（広瀬台）にご協力いただいています。

1000年以上受け継がれている水上人形劇という、ベトナムの不思議な伝統人形劇をご存知で
しょうか？ため池等の濁った水の上に舞台が置かれ、水面が地面となります。人形遣いは幕
で隠れて見えず、仕掛けは水の中に沈んでいるので、観客から見るとまるで人形自体が水の

上を自由に動き回っているように見えます。人形遣いは腰まで水に浸かり、長い竿を使って人形を操りますが、幕から人形
までは２～３ｍもの距離があり、かつてその操作方法は劇団の門外不出だったようです。人形劇と言っても文化によって特
徴が違いますね。

町の動き 町について

人　口　　17,971 人（− 29 人）
　　　　　男���8,417�人
　　　　　女����9,554 人
世帯数　　7,766�世帯（− 10 世帯）
平成 29�年 10�月末現在。（�）は前月比

町　木　　さざんか
町　花　　福寿草
面　積　　8.23km2
東　経　　135�度 44�分
北　緯　　134�度 34�分

さざんか

福寿草

河合第二小学校で人形浄瑠璃の公演が行わ
れました。実際の演目の中で、６年生の児
童達が太夫（たゆう）と呼ばれる語り手に
なったり、人形を操ったりと、真剣な顔で
練習の成果を見せてくれました。
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　平成２７年度に、いわゆる地方創生対策として、河合町の住みやすさを前面に押し出し「そうだ、
やっぱり河合で暮らそう！」をキャッチフレーズに河合町街再生総合戦略を策定しました。

　本戦略の効果をより高めるため、今回は、町内にお住まいの子育て中の女性から
ご意見をお聴きし、本戦略または夢ビジョン事業例等に反映させたいと考えています。
　お気軽にご参加ください。

◇と　き　平成３０年１月２０日（土）　午後１時３０分～午後４時
　　　　　第１部　河合町街再生総合戦略の効果検証
　　　　　　　　　午後１時３０分～午後２時３０分
　　　　　第２部　意見交換会（テーマ：子育て女性が想う街再生）
　　　　　　　　　午後２時４０分～午後４時
◇ところ　豆山の郷　１階 研修室
◇参加者　町内にお住まいの子育て中の女性、町三役、町職員
※当日は、託児室（就学前）を設けますので、ご利用ください。
◇受付期間　１２月５日（火）～２０日（水）
◇申し込み　•電話　政策調整課　☎内線２１３（平日 午前９時～午後５時）
　　　　　　•FAX　５６－４００７
※申込みの際は、お名前、ご住所、電話番号及び生年月日をお伝えください。FAXの場合も同様に
　明記してください。（様式任意）
◇定　員　２０名（受付期間内でも定員に達した時点で締切）
◇その他　申し込みされていない方も当日参加できますが、傍聴席へのご案内となります。
◇問い合わせ　政策調整課　☎内線２１３


